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運動方針を提起する○○書記長

青年部はアクトの財政活動にも取り組みました

　

県
医
労
定
期
大
会
が
盛
岡
市

つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ
テ
ル
紫
苑
」

で
６
月
19
、
20
日
の
２
日
間
開

催
さ
れ
、１
年
間
の
運
動
方
針
、

新
役
員
体
制
な
ど
が
採
択
・
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
岩

手
医
労
連
、
い
わ
て
労
連
、
日
本

共
産
党
の
各
代
表
か
ら
、
激
励

と
連
帯
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
書
記
次
長
か
ら
運
動
方

針
の
提
案
が
行
わ
れ
、
討
論

で
は
、「
10
回
夜
勤
は
少
な
い

で
し
ょ
」「
昼
休
憩
は
45
分
で

働
き
が
い
の
な
い
職
場
と
な
っ

て
い
て
、「
辞
め
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
職
員
が
数
多
く
い
る
実

態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
職
場
実
態
を
変
え

る
た
め
に
、
ま
ず
は
声
を
あ
げ

る
こ
と
、
分
会
会
議
を
開
き
支

部
・
本
部
一
体
と
な
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
運
動

方
針
は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
動
方
針
の
中
で
９

月
６
日
に
行
わ
れ
る
岩
手
県
知

事
選
挙
に
対
し
、
県
医
労
と
し

て
の
県
政
要
求
を
掲
げ
ま
し
た
。

し
ょ
」
な
ど
、
規
則
も

法
律
も
知
ら
な
い
の
か

と
疑
い
た
く
な
る
よ
う

な
管
理
者
の
発
言
や
、

「
超
過
勤
務
簿
を
砂
消

し
で
書
き
直
さ
れ
た
」

と
公
文
書
管
理
違
反
の

犯
罪
行
為
を
し
て
い
る

上
司
が
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
患
者
の
話
は

『
明
日
聞
く
ね
』
と
切

り
上
げ
ろ
」「
人
が
増

え
た
か
ら
年
次
が
取
れ
る
と
思

わ
れ
た
ら
困
る
」
な
ど
、
思
い

や
り
の
な
い
言
葉
で
ま
す
ま
す

　

さ
ら
に
、
専
従
役
員
（
休
職

専
従
者
）
に
関
す
る
規
約
、
会

計
規
程
等
の
改
正
、
決
算
・
予

算
、
永
年
組
合
員
表
彰
、
特
別

中
執
の
決
定
も
そ
れ
ぞ
れ
採
択

さ
れ
、
２
日
間
の
大
会
日
程
を

終
え
ま
し
た
。

　　  組合に結集し
働きやすい職場をつくろう
今こそ！

県医労第71回定期大会
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絶
対
許
さ
な
い
！

し
ま
し
た
。

　

盛
岡
医
療
生
協
・
川
久
保
病

院
の
尾
形
文
智
院
長
は
、「
混

合
診
療
が
解
禁
さ
れ
た
場
合
、

保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
自
由
診

療
が
増
え
、
高
度
な
医
療
は
自

己
負
担
と
な
り
、
お
金
が
な
い

人
は
受
け
ら
れ
ず
医
療
格
差
が

生
ま
れ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

い
わ
て
生
協
の
藤
原
真
帆
常

務
理
事
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い

残
留
農
薬
や
遺
伝
子
組
み
換
え

作
物
が
規
制
緩
和
で
輸
入
さ
れ

る
こ
と
に
懸
念
を
示
し
、「『
自

分
た
ち
の
食
べ
物
は
自
分
た
ち

の
地
域
で
作
ろ
う
』
と
い
う
声

を
あ
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
若

者
達
が
志
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
中
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
若
者
達

の
意
欲
の
芽
を
摘
む
も
の
で
す
。

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
、
安
全

な
も
の
を
地
元
の
人
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
安
心
し
て
食
べ
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
は

絶
対
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

集
会
は
政
府
に
交
渉
情
報
開

示
と
、
国
会
決
議
の
遵
守
を
求

め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
阻
止
に
向
け

徹
底
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
決

議
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
ト
ラ
ク
タ
ー
を
先
頭

に
市
内
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
県
内
の
52
団
体
で

作
る
「
Ｔ
Ｔ
Ｐ
と
食
料
・
農
林

水
産
業
・
地
域
経
済
を
考
え
る

岩
手
県
民
会
議
」
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

反
対
！
岩
手
県
総
決
起
集
会
」

を
岩
手
県
民
会
館
で
開
き
、
約

１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
岩
手
中
央
会
の
田
沼
征

彦
会
長
は
「
今
月
に
も
交
渉
が

ヤ
マ
場
を
迎
え
る
と
い
わ
れ
て

い
る
中
、
何
も
情
報
が
開
示
さ

れ
な
い
こ
と
に
強
い
憤
り
を
感

じ
る
」
と
政
府
の
姿
勢
を
批
判

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
！
岩
手
県
総
決
起
集
会
に
１
０
０
０
人

行進の先頭はトラクター

TPP反対！のプラカードを掲げて

　

第
42
回
医
療
研

究
全
国
集
会
は
、

九
州
・
鹿
児
島
県

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
日
の
大
雨

で
、
交
通
機
関
の

心
配
も
あ
り
ま
し

た
が
、
全
国
か
ら

６
０
０
人
、
岩
手

か
ら
は
９
人
（
県

医
労
か
ら
２
支

部
・
本
部
３
人
）

が
参
加
し
ま
し

た
。

　

初
日
の
記
念
講

演
は
鹿
児
島
大
学

の
伊
藤
周
平
教
授

で
、
安
倍
政
権
の

進
め
る
社
会
保
障

改
革
へ
の
抵
抗
運

動
を
す
す
め
よ
う

と
呼
び
か
け
、
格

差
と
貧
困
を
な
く
し
、
戦
争
す

る
国
に
し
な
い
運
動
も
社
会
保

障
運
動
だ
、
と
結
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
報
告
で
青
山
浩

一
医
師（
鹿
児
島
市
の
開
業
医
）

は
、
原
発
事
故
の
福
島
か
ら
避

難
し
て
き
た
１
３
６
名
に
継
続

し
た
健
康
診
断
を
提
供
し
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
少
な
く
な
い

子
ど
も
達
に
異
常
所
見
が
あ
る

こ
と
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
鹿
児
島
大
学
を

会
場
に
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
含

め
18
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
分
科
会
は
、
全
国
か

ら
の
現
場
の
実
践
等
を
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
発
表
し
あ
う
も
の
で
、

岩
手
か
ら
も
発
表
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

来
年
は
千
葉
県
で
の
開
催
で

す
。

記念講演（宝山ホール）

岩手からの参加者

鹿児島に600人参加
現場のレポートで交流深める

全国医療研究集会 in 鹿児島
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安
倍
首
相
が
訪
米
し
、
軍

事
路
線
の
拡
大
を
約
束
し
て
き

た
３
週
間
後
、
沖
縄
で
は
名
護

市
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
反
対

を
訴
え
て
、
３
万
５
千
人
の
沖

縄
県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
２
週
間
後
の
５
月
29

～
31
日
、
日
本
医
労
連
主
催
の

平
和
ツ
ア
ー
in
沖
縄
が
開
催
さ

れ
全
国
か
ら
83
名
、
岩
手
か
ら

４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
国
土
面
積
の
０
・
６
％

に
あ
た
る
沖
縄
に
は
、
全
国
の

約
74
％
の
米
軍
基
地
が
集
中
し

て
い
ま
す
。
名
護
市
辺
野
古
の

「
宝
の
海
に
新
基
地
を
つ
く
る

な
」
と
座
り
込
み
行
動
が
続
い

て
お
り
、
こ
の
日
、
４
、０
５
９

日
目
を
迎
え
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
座
り
込
み
行
動
支
援
と
集

会
参
加
、
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ

ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
の
デ
モ
行
進

を
し
ま
し
た
。
ア
ル
ソ
ッ
ク
の

警
備
員
ら
が
、ゲ
ー
ト
前
に
立
っ

て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
多
く

の
警
官
が
現
れ
「
立
ち
退
き
」

を
警
告
し
ま
し
た
。
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
て
ゲ
ー
ト
前

行
動
は
終
了
し
ま
し
た
。
多
様

な
固
有
生
物
が
発
見
さ
れ
、
研

究
者
や
自
然
保
護
団
体
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
い
る
辺
野
古
の
海
・

大
浦
湾
に
は
、
新
基
地
建
設
の

ボ
ー
リ
ン
グ
を
進
め
る
た
め
の

制
限
水
域
を
示
す
浮
き
具
が
引

か
れ
て
い
て
、
監
視
船
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。
美
し
い
砂
浜
か

ら
眺
望
し
つ
つ
、
時
の
政
権
と

の
闘
い
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

世
界
で
最
も
危
険
な
基
地
・

普
天
間
基
地
は
、
沖
縄
戦
の
激

戦
地
と
な
っ
た
宜
野
湾
市
に
あ

る
「
嘉
数
（
か
か
ず
）
高
台
公
園
」

の
展
望
台
か
ら
一
望
出
来
ま
す
。

住
宅
が
密
集
す
る
ど
真
ん
中
に

基
地
が
あ
り
、
Ｍ
Ｖ
オ
ス
プ
レ

イ
が
数
機
待
機
し
て
い
て
、
平

日
の
騒
音
は
す
ご
い
だ
ろ
う
な

と
想
像
で
き
ま
す
。

　

戦
闘
の
出
撃
拠
点
に
な
っ
て

い
る
、
米
軍
基
地
。「
新
基
地
建

設
」
阻
止
の
た
め
に
、
沖
縄
に

連
帯
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
ま
し
た
。�

（
中
野
）

　
「
医
療
保
険
制
度
改
革
関

連
法
」が
自
民
・
公
明
・
維
新
・

新
党
改
革
・
次
世
代
な
ど
の

賛
成
多
数
で
強
行
可
決
さ
れ

た
こ
と
に
抗
議
し
、
盛
岡
で

は
６
月
３
日
、「
憲
法
を
い

か
し
て
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
を
求
め
る
国
会

請
願
署
名
」
の
宣
伝
署
名
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
署
名
は

９
名
の
参
加
で
26
筆
の
集
約

で
し
た
。医
療
改
悪
に
抗
し
、

今
後
の
運
動
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

医
療
改
悪
に
抗
議

岩
手
医
労
連
・
い
わ
て
労
連
・
県
社
保
協

　「歩く」ことで原水爆禁止の願いを
示す2015年原水爆禁止国民平和大
行進が、６月６日に岩手入りし、今
年は西和賀コースの参加もあり、県
内10コースでの行進となりました。
被爆70年に多くの参加者が声を掛け
合い思いをつないで、６月14日に宮
城へ引き継ぎました。

美（ちゅ）ら海に基地をつくるな！

平和大行進県内通過
被爆70年  広島・長崎へ平和の思いを！

日本医労連
平和ツアー in 沖縄
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女性部

　

６
月
７
日
、
第
61
回
岩
手
県

母
親
大
会
が
都
南
文
化
会
館
・

キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
は
子
ど
も
と
教
育
、
く

ら
し
と
権
利
な
ど
18
の
分
科
会

が
行
わ
れ
、
戦
後
・
被
爆
70
年

を
節
目
に
し
た
憲
法
集
会
で

は
、
県
医
労
本
部
の
佐
々
木
千

昭
さ
ん
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
へ
の
要
請
行
動
に
参
加
し
た

平和な日本を子どもたちへ

感
想
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま

た
、
開
催
地
企
画
の
料
理
教
室

で
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

で
料
理
研
究
家
の
千
葉
星
子
さ

ん
の
指
導
の
も
と
イ
タ
リ
ア

ン
・
ラ
ン
チ
を
作
っ
て
食
べ
る

な
ど
、
多
彩
な
分
科
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
全
体
会
は
、
仙
北
小

鷹
さ
ん
さ
で
開
幕
し
、
し
な
や

か
で
躍
動
感
の
あ
る
踊
り
に
拍

手
が
わ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
浜
矩
子
さ
ん

（
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
）

が｢

人
間
に
よ
る
人
間
の
た
め

の
経
済
学
～
希
望
に
抱
か
れ
た

未
来
を
め
ざ
し
て
～
」
と
題
し

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
今
日
の
活
動
」
で
は
、
開

催
地
盛
岡
が
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
の
充
実
、脱
原
発
デ
モ
、

ゴ
ミ
処
理
広
域
化
問
題
、
消
費

税
増
税
阻
止
の
運
動
な
ど
の
ほ

か
、
中
央
病
院
支
部
の
早
坂
純

子
さ
ん
が
県
立
病
院
の
看
護
師

不
足
の
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
大
会
に
は
、

県
内
か
ら
１
０
０
０
人

余
（
県
医
労
か
ら
11
支

部
・
本
部
37
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

来
年
の
岩
手
県
母
親

大
会
は
、
宮
古
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

憲法集会で発言する本部・佐々木千昭さん

フリーアナウンサー千葉星子さんの料理教室

医療・介護の分科会でも本部・鈴木
寿子さんが司会を担当

開催地盛岡の「今日の運動」。中央病院の職場実態も報告しました。

６月７日
第61回岩手県母親大会

　講演の冒頭、浜さんは、自

分の85歳の母が｢二度と再び

戦争の危険を味わうことがな

いと思っていたのに、また思わ

されることに怒っている」と紹

介。安倍首相は「アホノミク

ス（アベノミクス）」で「富国」、憲法改悪で｢強兵｣

を狙い、国民を暗黒の世界に連れて行こうとして

いると批判。経済とは人権の礎のためにあり、人

間を幸せにするものである。｢耳を傾ける｣｢涙する

目｣｢さしのべる手｣ の三つの道具が揃えば希望に

導かれた未来が拓かれると結びました。

「人間による人間のための経済学」
浜　矩子さん　（同志社大学大学院教授）

戦後70年被爆
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青年部

し
ま
し
た
。

　

花
巻
市
内
の
ボ
ー
リ
ン
グ

場
「
れ
じ
ゃ
丸
ボ
ウ
ル
」
に
集

合
し
、
チ
ー
ム
戦
の
ボ
ー
リ
ン

グ
ゲ
ー
ム
で
交

流
。
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
す
る
毎
に

初
対
面
同
士
の

メ
ン
バ
ー
も
打

ち
解
け
、
ゲ
ー

ム
が
終
わ
る
頃

に
は
す
っ
か
り

仲
良
し
に
。
そ

の
後
、
宿
泊
先

の
愛
隣
館
に
移

動
し
、
温
泉
で

の
ん
び
り
疲
れ

を
癒
し
ま
し

た
。

　

夕
食
交
流
会

　

二
日
目
は
全
国
ア
ク
ト
in
福

島
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
紹
介
す

る
東
北
各
所
の
ス
ラ
イ
ド
撮
影

も
兼
ね
、
わ
ん
こ
そ
ば
を
目
当

て
に
「
や
ぶ
家
」
へ
。
寝
不
足

＆
二
日
酔
い
の
た
め
か
一
〇
〇

杯
超
え
る
強
者
は
現
れ
ず
、
最

高
記
録
は
七
一
杯
で
し
た
。
ち

な
み
に
一
〇
杯
で
、
ざ
る
そ
ば

一
杯
分
に
な
る
そ
う
で
す
。
や

ぶ
家
で
は
、
六
〇
杯
以
上
で
認

定
証
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
男
性
４
名
が
認
定
証
を
ゲ
ッ

ト
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
８
月
21
日（
金
）
～

23
日（
日
）の
三
日
間
、
福
島
市
の

磐
梯
熱
海
温
泉
・
華
の
湯
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
第
18
回
日
本

医
労
連
全
国
青
年
交
流
集
会
ア

ク
ト
イ
ン
サ
マ
ー
in
ふ
く
し
ま
へ

の
参
加
の
呼
び
か
け
が
さ
れ
、
解

散
と
な
り
ま
し
た
。
岩
手
医
労

連
青
年
部
で
、
往
復
貸
し
切
り
バ

ス
を
無
料
で
運
行
し
ま
す
の
で
、

県
医
労
か
ら
も
多
く
の
青
年
を

福
島
に
送
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

は
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な

ど
で
交
流
。「
ビ
キ
ニ
を
着
て

照
れ
る
武
田
鉄
矢
」
な
ど
の
難

し
い
お
題
に
も
、
お
酒
の
力
を

借
り
て
果
敢
に
挑
戦
！
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
二
次
会

は
、
職
場
や
組
合
活
動
、
趣
味

の
話
題
で
夜
更
け
ま
で
続
き
ま

し
た
。

　

５
月
23
日
～
24
日
、
岩
手
医

労
連
青
年
部
プ
レ
ア
ク
ト
い
わ

て
in
花
巻
が
開
催
さ
れ
、
県
医

労
10
名
を
含
む
、
25
名
が
参
加

わ
ん
こ
そ
ば
で
パ
ワ
ー
充
電

宮沢賢治が通った蕎麦屋「やぶ家」前で

ふ
くし
ま
の
全
国
ア
ク
ト
に
向
け

もぉ　σ(́Д
`O)

食べられない
よ〜！

「スペアとった〜！」「やったね♪」

福島アクトに行こう！！
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最
近
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め

ま
し
た
ー
。
30
分
ほ
ど
、
ゆ
っ

く
り
走
っ
て
い
ま
す
。
気
持
ち

い
い
し
、
気
分
転
換
に
な
り
ま

す
よ
ー
。

中
央
支
部
　
ぷ
ら
ち
な
ぽ
ー
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

６
月
か
ら
夏
期
休
暇
の
時
期

に
で
す
が
、
今
年
も
一
足
早
め
に

デ
ィ
ズ
ニ
ー
旅
行
に
行
っ
て
、
ス

ト
レ
ス
発
散
、
現
実
逃
避
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

磐
井
支
部
　
シ
ェ
リ
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

組
合
に
加
入
し
て
８
年
く
ら

い
に
な
り
ま
す
が
、
恥
ず
か
し

い
こ
と
に
初
め
て
と
言
っ
て
よ

い
ほ
ど
、「
ま
じ
め
」
に
組
合

員
手
帳
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で

読
み
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
権

利
や
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
歴

史
が
書
か
れ
て
い
て
、
こ
ん
な

に
親
切
な
も
の
が
あ
る
の
か
と

思
い
ま
し
た
。
先
輩
達
が
築
い

　

被
爆
70
年
の
今

年
、
４
月
27
日
か

ら
５
月
22
日
ま

で
の
約
１
ヶ
月

間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核

不
拡
散
）
再
検
討

会
議
が
、
５
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た

▼
国
内
で
集
め
た
核
兵
器
廃
絶

ア
ピ
ー
ル
署
名
を
、
ア
メ
リ
カ

の
労
働
組
合
が
ス
ト
ラ
イ
キ
の

た
め
船
便
で
送
る
こ
と
を
断
念

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
に
詰
め
込
ん
で
の
出
発
と

な
っ
た
▼
日
本
が
30
度
の
真
夏

日
と
な
る
中
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
15
度
と
肌
寒
い
日
が
続
い
た

▼
二
日
間
の
署
名
活
動
は
、
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
近
く
コ

ロ
ン
バ
ス
・
サ
ー
ク
ル
で
行

い
、
た
ど
た
ど
し
い
英
語
の
呼

び
掛
け
に
快
く
サ
イ
ン
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
黒
人
の
方
が
多

く
足
を
止
め
て
く
れ
た
と
い
う

印
象
が
あ
っ
た
▼
幾
つ
か
の
集

会
の
中
で
、
日
本
か
ら
千
名

５
月
号
パ
ズ
ル

５
月
号
パ
ズ
ル

　

５
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
19
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
５
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

鼻
曲
が
り
土
偶（
久
慈
支

部
）、
じ
ゃ
が
い
も
の
花
、

ま
め
ぶ
う
、
す
い
と
う
、
と

ら
じ
ろ
う（
以
上
、
中
央
支

部
）、
ト
ド（
中
部
支
部
）、

ボ
ッ
ト
ン
女（
江
刺
支
部
）、

シ
ェ
リ
男（
磐
井
支
部
）、
春

を
待
つ
ナ
ー
ス
、
は
な
ち
ゃ

ん（
大
船
渡
支
部
）

て
き
た
歴
史
を
次
に
つ
な
い
で

い
き
た
い
で
す
。

南
光
支
部
　
新
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
、
妊
娠
中
で
仕
事
内
容

に
制
限
が
あ
る
け
れ
ど
、
同
じ

職
場
の
方
の
優
し
さ
、
気
遣
い

が
と
っ
て
も
あ
た
た
か
く
て
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
仕
事
が

で
き
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。中

部
支
部
　
カ
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

浅
田
真
央
選
手
、
現
役
復
帰

決
ま
り
ま
し
た
ね
。
色
々
雑
音

が
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
自
分
の

思
っ
た
道
を
進
め
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
真
央
ち
ゃ
ん
の
演
技
が

ま
た
見
ら
れ
る
と
思
う
と
ド
キ

ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
嬉
し
い
で
す
。

仕
事
の
少
々
嫌
な
こ
と
も
我
慢

で
き
そ
う
。
頑
張
っ
て
チ
ケ
ッ
ト

Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

磐
井
支
部
　
ベ
ガ

を
超
え
る
参
加
者
の
私
た
ち

を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
始
め
多

く
の
国
の
方
々
が
支
援
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
を
暖
か
く
感
じ

た
▼
集
会
の
中
で
、
被
爆
者
や

被
爆
二
世
の
方
の
は
な
し
を
聞

く
機
会
が
あ
っ
た
。
被
爆
二
世

の
方
が
「
父
親
が
被
爆
者
だ
と

は
知
っ
て
い
た
。
で
も
多
く
の

こ
と
を
、
語
ら
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
父
の
体
調
が
悪
く

な
っ
て
被
爆
者
申
請
の
話
が
出

た
と
き
、
父
が
言
っ
た
。『
お

前
の
結
婚
が
決
ま
っ
て
か
ら
で

な
い
と
申
請
は
し
な
い
』
私
は

８
人
兄
弟
の
６
番
目
。
父
が
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と

が
、
悲
し
か
っ
た
。
あ
り
が
た

か
っ
た
。
被
爆
は
そ
の
時
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。
多
く
の
人

の
、
関
わ
る
人
た
ち
の
人
生
を

変
え
て
し
ま
う
。
被
爆
は
今
も

続
い
て
い
る
。
私
は
そ
の
父
の

思
い
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
は
被
爆
二
世
だ
か
ら
」

と
▼
私
た
ち
は
、
こ
の
思
い
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。　
（
ち
）



７月の予定
３日（金）〜４日（土）

	 県医労女性部第58回定期大会（ホテル志戸平）

11日（土）〜12日（日） 

	 岩手医労連第40回医療研究集会（ホテル千秋閣）

18日（土） 	 支部長会議（県民会館）

25日（土）～ 26日（日）

	 県医労青年部第58回定期大会（ホテル大観）

８月の予定
１日（土）〜２日（日）

	 日本母親大会 in 兵庫（神戸国際展示場）

１日（土）〜３日（月）

	 全国保育合研 in 東京（有明コロシアム）

７日（火）〜９日（木）

	 原水爆禁止2015年世界大会（長崎）

21日（金）～ 23日（日）

	 第18回アクトインサマー in ふくしま

22日（土） 	 支部長会議（水産会館）

29日（土）～ 30日（日）

	 岩手医労連第68回定期大会（愛真館）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

７
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


